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【目 的】 

一般に歯科補綴物の最終形状や寸法精度は，製作工程の初期段階から石こうの膨張特性

に大きな影響を受ける．一般に参照可能なデータは硬化膨張率であるが，硬化膨張率の影響

を受ける硬化膨張圧も重要な因子と考える．  

そこで本研究では，先行研究で検討された鋳造用埋没材に対して行った膨張力測定法を

参考にして，万能試験機を用いた測定法により，歯科用αおよびβ半水石こうの硬化膨張圧

発現の様相，ならびに混水比（W/P），水温，練和時間およびα半水石こうの種類が最大硬

化膨張圧に及ぼす影響について検討した． 

【方 法】 

万能試験機の下方圧盤に静置した金属製リング中に練和した石こう泥を注入し，硬化膨

張力を測定した．  

測定した硬化膨張力は，金属製リング内側の断面積で除して，硬化膨張圧に換算した．試

験条件ごとに平均値と標準偏差(SD)を求めた．条件間の比較は，一元配置分散分析により有

意性を確認したのち，多重比較には Tukey法を用い，有意水準は 5％とした． 

【結 果】 

硬化膨張圧－時間曲線はαおよびβ半水石こうともに，階段状の圧力変化が見られる場

合があった．  

α半水石こうの最大硬化膨張圧に対する諸因子の影響として，W/P；0.25，0.3，0.35，0.4

の試験条件において 0.3と 0.35の組合せ以外で有意差が認められ，混水比が小さいほど平

均最大硬化膨張圧は高くなった．また，水温および練和時間を変化させても平均最大硬化膨

張圧への影響は見られなかった．α半水石こうの種類の影響については，硬化膨張抑制の調

整剤を含有したシュールストーン（SS）とプラストーン L（PL）の平均最大硬化膨張圧は，

調剤剤を含有しないプラストーン（PS）の平均最大硬化膨張圧と比べて低くなった．  

β半水石こうの最大硬化膨張圧に対する諸因子の影響として， W/P；0.4，0.5，0.6の試

験条件において，すべての組合せで有意差が認められ，混水比が小さいほど平均最大硬化膨

張圧は高くなった．また，水温および練和時間を変化させても平均最大硬化膨張圧への影響

は見られなかった． 

【考 察】 

αおよびβ半水石こうともに，硬化膨張圧－時間曲線の中に階段状の圧力上昇が現れた

のは，練和条件によっては，針状結晶の成長が不均衡になったためと考えられる．一方，階

段状の圧力降下が現れたのは，単位体積あたりの針状結晶が少ない状態において結晶の絡

み合いが弱い部分が滑るもしくは破折したため階段状の圧力降下が現れたと考えられる．  
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最大硬化膨張圧に対する諸因子の影響として，W/P を変化させた場合，αおよびβ半水

石こうともに混水比が小さくなるほど平均最大硬化膨張圧は高くなった．これは，混水比が

小さいほど単位体積あたりの二水石こう針状結晶が多くなるためと考えられる．また，水温

および練和時間の影響は，αおよびβ半水石こうともに，平均最大硬化膨張圧への影響は見

られなかった．これは水温および練和時間を変化させても，単位体積あたりの針状結晶量に

影響を及ぼさないためと考えられる．α半水石こうの種類の影響において， SSと PLの最

大硬化膨張圧が PS と比較して低くなったのは，SS と PL には硬化膨張率を小さくするた

めの調整剤が添加されており，PSには調整剤は添加されていないためと考えられる． 

【結 論】 

(1)α及びβ半水石こうともに，硬化膨張圧発現の一般的様相として，練和開始からしばら

く変化がなく，収縮圧が発現してから膨張方向に転じて硬化膨張圧が増大し，最大硬化膨張

圧を示すプラトーに至った． 

(2)α及びβ半水石こうともに，硬化膨張過程において微小な圧力変化が階段状に上昇ある

いは降下する現象を見いだした． 

(3)α及びβ半水石こうともに，平均最大硬化膨張圧は混水比が大きくなるほど有意に低く

なったが，水温および練和時間に有意差は見られなかった．  

(4)α半水石こうの種類は平均最大硬化膨張圧へ有意に影響していた． 

以上の結果から，本測定法により，半水石こうの硬化膨張圧を直接的かつ連続的に測定す

ることができることが明らかとなり，水和反応に伴う硬化現象の研究手法として，新規の有

力な方法となることが示唆された． 


